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ごあいさつ

このたび芦屋室内合奏団も、創立から27年がたち、定期演奏会も26回

目となりました。思い返せば昭和40年に、当時、神戸大学交響楽団員で

あった中島良能氏たち有志が室内楽団の設立を切望され、当団が発足し

て以来、この長い年月、途絶えることなく、古今の音楽を楽しむことが

できました。その間に、何人ものメンバーが転勤等で離団し、また新た

な団員を迎えましたが、大きな危機もなく、創設時と同じ意欲を持ち続

けながら、月2回の練習が生活の一部となり、私達ひとりひとりの人生

に様々な、大きな意味を与えてくれました。この来しかたを振り返れば

また感慨もひとしおのものがございます。これまでは、定期演奏会以外

には発表の少ない、控え目な活動でございましたが、今年は高知市の室

内交響楽団との交流演奏会を予定しており、海外公演計画も話題にのぼ

るなど、まだ団員の意気は高く、尽きることのない音楽の世界ですので、

27歳の青年と心も新たに、さらに息の長いアンサンブル活動を続けてゆ

く所存でございます。改めて皆様のご声援に深く感謝いたします。
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プ　ロ　グ　ラ　ム

モーツアルト
ディベルティメント　ニ長調　E．138

ホルスト
弦楽のための組曲「セントポール」Op．29－2

バルトーク
トランシルバニア舞曲　Sz．96

ドヴォルザーク
弦楽のためのセレナード　ホ長調　op．22

§1モーツアルト　嬉遊曲　へ長調　k．138

嬉遊曲へ長調臥ザルツブルグ時代の1772年早春の作で、前の2曲（Ⅹ

・1乳137）とともに、ごく短期間に作曲された。3曲とも弦楽のみの構

成で、最初のR．136ニ長調が特に有名だが、このE．138も劣らず16歳の

モーツアルトの才気があふれている。第1楽章はfとpが対話ふうに進

めるソナタ形式のアレグロ、弟2楽章は歌謡ふうのアンダンテ、そして

終楽章のハイドンふうのロンドへと進む。

§2　ホルスト　弦楽のための組曲「セントポール」

壮大な組曲「惑星」で知られるギュスターブ・ホルストは、1874年、

チェルテナムに生まれ、王立音楽院卒業後、1919年から教授となるが、

1905年から教鞭を取っていたロンドン近郊のハマースミスのセントポー

ル女学校の教職も死ぬまで続けた。そこでの1913年に、かねてからこの

女学校の室内合奏団に適した曲がないことから構想していた、この組曲

を世に出した。主題には16世紀のマドリガルやイギリスの民謡を用い、

バロックの組曲形式を用いている。

曲は第1曲「ジーグ」6／8拍子と9／8拍子のルネッサンスふう舞曲で、

調性は定まらない。第2曲「オスティナート」はハ長調のプレストで、

第2ヴァイオリンがオスチナートの音形を続ける。第3曲「インテルメ

ッツォ（間奏曲）」は、3／4拍子の遅い東洋的メロディーと2／4拍子の

速い舞曲主題が交錯し、終わり近くでは弦楽四重奏となる。第4曲「ダ

ーガソン」は、イギリスの古い舞曲を主題に、楽隊が遠くから接近し、

熱情的に盛り上がって遠ざかる。



§3　バルトーク　トランシルバニア舞曲

ハンガリー音楽の父といわれるバルトークは、5000曲にのぼるハンガ

リーの民謡を採集して現代青菜とした。彼の生まれた1881年には、隣に

ルーマニアが国家として成立したが、彼の出生地があり、ドラキュラ伝

説で有名なトランシルバニア地方はまだハンガリー領で、彼の採集した

民俗音楽には、現在のルーマニアのものも多く含まれている。1915年に、

トランシルバニアの民俗音楽によって、吹奏楽のための舞曲を書いたが、

円熟期にあった16年後の1931年に、この3曲からなるオーケストラ曲と

して再編成した。曲は、第1曲「バグパイプ吹き」、第2曲「熊の踊り」

、第3曲「フィナーレ」からなり、トランシルバニア民俗音楽の特徴で

ある、いかつい音形と荒々しい原始的なリズムが繰り返される。

§4　ドボルザーク　弦楽のためのセレナード

スメタナに続くチェコ音楽の先駆者、アントニン・ドヴォルザークは、

古典主義の伝統を固守し続けた。「新世界」交響曲やスラブ舞曲、チェ

ロ協奏曲で有名だが、モーツアルトの「アイネ・クライネ」にボヘミア

の味を付けた、と言われるこの曲によって、1875年、ブラームスが審査

員であった、オーストリア政府の「若く才能がある貧しい作曲家のため

の奨学金」を得た。曲は国民楽派ドヴォルザークらしく民俗的なボヘミ

アの主題によっており、全曲を通じて私たちにも郷愁に似た雰囲気を与

えるが、措成はやはり古典的な様式に支えられている。

第1楽章は、優しいメロディーに囲まれた前奏曲ふうなモデラート。

第2楽章は一転して優雅な三拍子で、「ワルツのテンポで」と記されて

いるが、山のような調号・臨時記号に囲まれたメヌエットとも言うべき

情緒的な曲。第3楽章は、ビバーチェのスケルツォ。第4楽章は、唯一

の遅い楽章で、「喜びにあふれる豊かさと美しいメロディーを持った夜

想曲（ショーレック）」。第5美章は、生気にあふれるロンドふうホ長

調のアレグロ・ビヴァーチェ、1楽章の主麿が再現する。

◎指揮者酒井睦雄
桐朋学園高校音楽科を経て昭和46年桐朋学園大学卒業。その間、クラ

リネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス各氏に、指揮を故斉藤秀

雄、秋山勅慶両氏に師事。昭和46年から相愛オーケストラ、49年から芦

屋室内合奏団指揮者、岐阜県交響楽団常任指揮者。昭和52年、ザルツブ

ルグにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京にてS．チェリビダッケ

氏のゼミナールに参加。現存、相愛大学搬軋



◎芦屋室内合奏団定期演奏会の足跡
第1回1966年3月
コレリ

ビバルディ
バッハ

モーツアルト

第2回1967年1月
バッハ
ビバルディ
レスピーギ

芦屋市民会館　　指揮　中島　良能
クリスマス協奏曲
四季より「春・夏」
ブランデンブルグ協奏曲　ぬ3
嬉遊曲　托．136

芦屋市民会館　楷揮　中島　良能
ヴァイオリン協秦曲　恥2
四季より「秋」
リュートのための古代舞曲とアリア

バーバー　　　　　　弦楽のためのアダージョ
第3回1967年7月　芦屋市民会館　指揮　中島　良能
ビバルディ　　　　　合奏協奏曲　op．3－11

バッハ　　　　　　　ピアノ協奏曲　ml

チャイコフスキー　　弦楽のためのセレナード
第4回1968年2月　芦庭市民会館　楷揮　宮本　政雄
コレリ

バッハ
モーツアルト
ブリテン
第5回1968年11月
ビバルディ
ボッケリーニ
モーツアルト
第6回1969年9月
パーセル
パーセル
テレマン

サラバンド・ジーグ・バデイヌリ
オーボエとヴァイオリンのための協奏曲
オーボエ四重奏曲　Ⅹ．370

シンプル・シンフォニー
芦屋市民会館　　指揮　中島　良能
四季より「冬」
チェロ協奏曲
嬉遊曲　K．138

芦監市民会館　　指揮　延原　武春

組曲「アブデラザール」
トランペットと弦楽のためのソナタ
3つのヴァイオリン、弦楽と通奏低音のための協奏曲

第7回1971年11月　夙川公民館　　括拝　具田　仲吾
ヘンデル
ビバルディ
ドボルザーク
第8回1972年11月
ビバルディ
バッハ

モーツアルト

ビバルディ
テレマン
レスピーギ
バッハ

第13回1978年12月
コレリ

ヘンデル
モーツアルト
グリーグ

合奏協奏曲　op．6－2

合奏協奏曲　op．3－12

弦楽のためのセレナーデ
芦畠カトリック教会　指揮　軋Shoemaker

調和の霊感　op．3－10，3－3

ブランデン協奏曲　恥3
戴冠ミサ曲

第9回1973年12月　声量市民会館　指揮　H．Shoemaker
コレリ　　　　　　　合奏協奏曲　op．6－1

グリーグ　　　　　　ホルベルグ組曲

スーク　　　　　　　弦楽のためのセレナード

第10回1974年5月　芦畠仏教会館　指揮　H．Shoemaker
コレリ　　　　　　　合奏協奏曲　op．6－7

バッハ　　　　　　　2っのヴァイオリンのための協奏曲

ヘンデル　　　　　合奏協奏曲　op．6－5，9

第11回1975年5月　芦屋仏教会館　指揮　酒井　睦雄
パーセル　　　　　　組曲「アブデラザール」

モーツアルト　　　　嬉遊曲Ⅹ．136，E．138

ビバルディ　　　　　四季より「春・夏」
ヘンデル　　　　　合奏協奏曲　op．6－6

第12回1977年6月　芦屋仏教会館　指揮　酒井　陸雄
四季より「秋・冬」
組曲　イ短調
リュートのための古代舞曲とアリア
組曲　第2番
芦屋仏教会館　指揮　酒井　陸雄
合奏協奏曲　op．6－1

合奏協奏曲　op．6－1
アダージョとフーガ　X．546

ホルベルグ組曲



第14回1979年11月　芦鹿仏教会鮨　　指揮　酒井　睦雄
ヘンデル　　　　　合奏協奏曲　op．6－3

エルガー　　　　　　弦楽のためのセレナード
ドボルザーク　　　　弦楽のためのセレナード

第15回1980年11月　芦崖仏教会館　指揮　酒井　陸雄
モーツアルト　　　　嬉遊曲　K．136

ホルスト　　　　　弦楽のための組曲「セントポール」
ボッケリーニ　　　　チェロ協奏曲
モーツアルト　　　　セレナ一夕・ノットウルナ　R．239

第16回1981年11月　芦屋仏教会館　　指揮　酒井　陸雄
ビバルディ　　　　　合奏協奏曲　op．3－11

ヘンデル　　　　　合奏協奏曲　op．6－5

バッハ　　　　　　　前奏曲　ロ短調

コレリ　　　　　　合奏協奏曲　op．6－6

バルトーク　　　　　トランシルバニア舞曲

第17回1982年11月　松蔭女子学院大学チャペル　指揮　酒井　陸雄
モーツアルト　　　　嬉選曲　鑑．136

モーツアルト　　　　クラリネット五重奏曲　Ⅹ．581

モーツアルト　　　　嬉遊曲　K．334

第18回1984年11月　松蔭女子学院大学チャペル　指揮　酒井　睦雄
テレマン　　　　　　組曲「リラ」

ハイドン　　　　　　自動オルガンのための3つの′ト品

ハイドン　　　　　　オルガン協奏曲　第2番

ベールマン　　　　　クラリネットと弦楽五重奏のためのアダージョ
ニールセン　　　　　′ト組曲　op．1

レスピーギ　　　　　リュートのための古代舞曲とアリア

第19回1985年9月　松蔭女子学院大学チャペル　指揮　酒井　陸雄
バッハ　　　　　　　ブランデンブルグ協奏曲　第3番

モーツアルト　　　　クラリネット五重奏曲

モーツアルト　　　　交響曲第29番
モーツアルト　　　　嗜選曲　R．136

第20回1986年11月　松蔭女子学院大学チャペル　梅坪　酒井　睦雄
モーツアルト　　　　嬉遊曲　K．137

ヘンデル　　　　　合奏協奏曲　op．6－6

スーク　　　　　　　弦楽のためのセレナード

第21回1987年6月　尾月堂ホール　　指揮　酒井　陸雄
アルビノ一二　　　　シンフォニアIb3

テレマン　　　　　　組曲　第1番

パガニーニ　　　　　弦楽合奏のためのロンド
バーバー　　　　　　弦楽のためのアダージョ
ヤナーチェク　　　　弦楽合奏のための組曲

第22回1987年11月　ラボルテホール　指揮　酒井　睦雄
バッハ　　　　　　　管弦楽組曲第3番より

モーツアルト　　　　アイネ・クライネ・ナハトムジーク

ポロデイン　　　　　ノクターン

シュトラウス　　　　トリッチ・トラッチ・ポッカ

レハール　　　　　　ワルツ「金と銀」

第23回1988年9月　松蔭女子学院大学チャペル　指揮　酒井　睦雄
シュターミツツ　　　マンハイム・シンフォニア　第1番

グルック　　　　　歌劇「ドン・ジュアン」より

アルビノ一二　　　弦楽のためのソナタ　第5番
バッハ　　　　　　2つのヴァイオリンのための協奏曲

ジェミニア一二　　合奏協奏曲「ラ・フォリア」

第24回1990年6月　芦屋仏教会館　指揮　酒井　睦雄
モーツアルト　　　　嬉遊曲　X．136

バッハ　　　　　　ブランデンブルグ協奏曲　恥．3

ホルスト　　　　　弦楽のための組曲「セント・ポール」
シェーンベルク　　　「浄夜」

第25回1991年9月　芦屋仏教会館　指揮　酒井　陸雄
モーツアルト　　　　セレナ一夕・ノットウルナ　X．239

モーツアルト　　　　アイネ・クライネ・ナハトムジーク

ドボルザーク　　　弦楽のためのワルツ　op．54－1，4

チャイコフスキー　　弦楽のためのセレナード


